
1

2009年9月期第3四半期(累計)決算説明会
株式会社エスケーエレクトロニクス

1. 2009年9月期 第3四半期(累計)決算概要

2. 2009年9月期 通期決算見通し
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・昨年秋以降の世界経済の減速の影響を受けLCD最終製品の需要は世界的に

大幅に低迷。液晶パネルメーカー各社の稼働率は50％以下まで下落。

・パネルの需給は1月を底に回復基調。パネルメーカー各社の稼働率も2月から

は回復。

（中国「家電下郷」政策と北米での売行き好調による影響が大）

・韓国パネルメーカーの第8世代ライン（増設分）稼働開始。

２００９年９月期 第３四半期（累計）期間の概況

液晶パネル市場の動向液晶パネル市場の動向

・シャープ株式会社が大阪府堺市に建設中の第10世代液晶パネル工場の稼働

を前倒しして、2009年10月より量産開始と発表。

・パネルメーカーの稼働率が急回復し、80～100％に到達する会社も数社。

・中国BOEが第6世代液晶パネル工場の建設をスタート。

・パネル需要急回復により部材、特にガラスが不足している状況。

上半期（2008年10月～2009年3月）

第3四半期（2009年4月～6月）

・需要低迷により、既存フォトマスク（第8世代以下）は、国内外での更なる競争激

化により、想定以上の価格引下げ要求が発生。
・対応策として、2009年1月に非常事態宣言を発令。固定費・変動費などあらゆる

角度からの構造的コスト削減施策を実施。
・2009年2月より滋賀工場の次世代フォトマスクの生産スタート。

3月に初出荷。 （滋賀工場の設備償却は2月からスタート）

・台湾子会社がパネルメーカーの稼働率改善により中小型マスク受注好調。
・多階調マスクの売上が堅調。

２００９年９月期 第３四半期（累計）期間の概況

当社グループの概況当社グループの概況

・滋賀工場が本格稼働、順調な滑り出し。

・第8世代以下のフォトマスクに関しては依然厳しい環境が続く。

・引き続き価格引下げ要求は継続。

・京都工場既存設備などの除却・減損の実施。

第3四半期（2009年4月～6月）

上半期（2008年10月～2009年3月）
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２００９年９月期連結第３四半期決算概要 （単位：百万円）

3205573192研究開発費

3,6951,8681,199628減価償却費

13,8182,9497,6483,220設備投資費

△ 2,211△ 418△ 1,103△690四半期純損益

△ 1,104591△ 983△712経常損益

△ 960613△ 947△627営業損益

12,1906,4452,7922,953売上高

累計
08年10月～09年6月

3Ｑ実績2Ｑ実績1Ｑ実績

2009年9月期

特別損失の発生について

①固定資産除却損の計上（203百万円）
京都工場の中小型対応ラインの製造設備などの稼働状況等を勘案
・当第3四半期にて、当該設備等の除却を実施。
・これにより、第4四半期以降のコスト削減とラインの採算性向上
を実現。

②減損損失の計上（697百万円）
京都工場の中小型対応ラインの将来獲得収益を基準とした回収可
能性を検証。
・一部設備において、回収可能額まで帳簿価格を減額。
・これにより第4四半期以降の減価償却負担の軽減を実現。
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（単位：百万円）

（注）海外向け売上高は間接輸出売上高を含んだ数値となっております。

地域別フォトマスク売上高の推移
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滋賀工場の稼働により国内の売上比率が増加

世代別フォトマスク売上高比率
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アプリケーション別フォトマスク売上高比率
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連結貸借対照表

9,00616,9587,9528,472有利子負債残高

-18.1%25.9%44.0%42.7%自己資本比率

△ 2,5558,76911,32411,394自己資本（株主資本、評価・換算差額等計）

△ 2,90410,30513,20913,363（純資産合計）

6012,4071,8061,883その他（負債）

9,08715,8446,7577,1921年以内返済予定の長期借入金、長期借入金計

178778600600短期借入金

1,2024,5383,3363,633支払手形及び買掛金

11,06823,56812,50013,308（負債合計）

△ 75258333417投資その他資産

△ 2314316308無形固定資産

4,18020,16515,98516,907有形固定資産

4981,281783830その他（流動資産）

2042,3842,1802,328原材料及び貯蔵品、仕掛品計

3,3707,3123,9423,829受取手形及び売掛金

△ 92,1582,1672,049現金及び預金

8,16433,87325,70926,672（資産合計）

前期末
比

2009年6月2008年9月2008年6月連結B/S

（単位：百万円）
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キャッシュ・フロー （単位：百万円）

2,1582,049現金及び同等物の期末残高

△9450現金及び同等物の期中増加額

8,924955財務活動によるキャッシュフロー

△8,859△499フリーキャッシュフロー（営業ＣＦ+投資ＣＦ）

△7,838△4,216投資活動によるキャッシュフロー

△1,0213,717営業活動によるキャッシュフロー

09年9月期

第3四半期(累計)期間

08年9月期

第3四半期(累計)期間

・四半期純損失及び滋賀工場稼働に伴う運転資金増により営業キャッシュフローはマイナス。

・滋賀工場設備資金の支払いが第３四半期累計で約78億円発生し、フリーキャッシュフローは大きくマイナス。

・これらのマイナスをカバーするために「シンジケートローン」の借入れを実行し、現金及び同等物の残高維持。

1. 2009年9月期第3四半期(累計)決算概要

2. 2009年9月期 通期決算見通し
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液晶パネル市場の動向
・シャープ株式会社の第10世代液晶パネル工場（堺工場）は10月稼働に向けて

最終準備中。

・液晶パネルメーカーは、現在ほぼフル稼働状態だが、早ければ9月以降パネル

が供給過剰になる可能性有。

・アメリカのデジタル放送切り替え需要継続、中国の｢家電下郷｣、｢以旧換新｣

政策によるテレビ需要増加に期待。

液晶パネル市場の動向液晶パネル市場の動向
・シャープ株式会社の第10世代液晶パネル工場（堺工場）は10月稼働に向けて

最終準備中。

・液晶パネルメーカーは、現在ほぼフル稼働状態だが、早ければ9月以降パネル

が供給過剰になる可能性有。

・アメリカのデジタル放送切り替え需要継続、中国の｢家電下郷｣、｢以旧換新｣

政策によるテレビ需要増加に期待。

２００９年９月期 第４四半期の見通しについて
（2009年7月～9月）

当社グループの概況
・第10世代液晶パネル工場稼働準備のための第10世代用フォトマスクの需要。

・第8世代以下の需要回復が見込めるかどうかがキーとなる。

・パネルの供給過剰によるパネルメーカーの稼働率低下の懸念もあり、引き続き

先行き不透明な状況。

当社グループの概況当社グループの概況
・第10世代液晶パネル工場稼働準備のための第10世代用フォトマスクの需要。

・第8世代以下の需要回復が見込めるかどうかがキーとなる。

・パネルの供給過剰によるパネルメーカーの稼働率低下の懸念もあり、引き続き

先行き不透明な状況。

２００９年９月期 通期連結業績予想 （単位：百万円）

△1,540

△1,800

△1,600

17,000

2009年9月期

通期

前回予想（2月9日）

前回予想比

増減率

（％）

2009年9月期

通期

（予想）

2008年9月期

通期

（実績）

△49.4△2,300417当期純損益

36.1△1,150886経常損益

37.5△1,0001,046営業損益

8.818,50017,161売上高

370
5,400

14,400

－370246研究開発費

1.85,5002,665減価償却費

－14,400775設備投資
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三星電子：2010年G8追加投資,   
2011～12年G11計画中

LGD：2010年 G8増設

AUO:2009年 G8.5稼動
2012年？ G11 計画中

CMO:2010年 G8.5遅延分稼動予定

SHARP:2009年 G10稼動
IPSα：2010年 G8稼動予定

Ｇ6～8計画
BOE:2010 G6稼動

G4.5稼動
天馬：2010 G4.5稼動

TOPICS FPD市場について(全般）
不透明感があるものの次世代投資も計画

2009年9月期第3四半期(累計)決算説明会
株式会社エスケーエレクトロニクス


